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２０１６年５月 15日                NO,４８０ 

 

 沼田市では自然エネルギーの利用として、佐山町と多那の市有地に太陽

光発電施設を建設し、売電をおこなう計画をすすめています。 

 佐山町の太陽光発電では、２９１．５ＫＷ、多那の太陽光発電では、１

２０．０ＫＷを発電する計画です。 

 現在１０ＫＷ以上の事業用太陽光の買い取り価格は２４円ですが、毎年

見直しがおこなわれる予定で、６月定例市議会に電気事業特別会計を設置

するための条例改正が提案される予定です。 

 日本共産党と民進党、社民党の３党と「ぐんま市民連合 へいわの風」

は、参議院群馬選挙区に民進党公認の堀越けいにん氏（３６歳）を野党統

一候補として擁立することで合意しました。 

 ４月２９日、市田忠義党副委員長を招いてて開かれた日本共産党演説会

で堀越氏は、「立憲主義を壊す安 

倍政権に、みなさんと力を合わせ 

て勝利したい」と力強く訴えまし 

た。 

 演説会で市田忠義副委員長は「 

共産党とともにアベ暴走政治を終 

わらせ、新しい政治の扉を開こう 

」とよびかけました。 

   虚空蔵堂 

 戸神山に抱かれた戸神 

町の虚空蔵堂は、戸神山 

の登山口から石段を登っ 

たところにあります。 

 石段を登りきった両側 

には、神社には珍しい牛 

と虎の石造物があります。 

 この虚空蔵堂は、真田氏の時代に沼田城の鬼門除けとして建

てられたと伝えられています。 

            沼田平八郎の墓 

               伯父の金子美濃守の謀によ

って憤死した、沼田平八郎の墓

が小沢城址にあります。    

真田昌幸は、沼田城で平八郎

の首実検をおこない、沼田氏の

旧臣の反発を恐れ、遺体を小沢

城址に沼田大明神として祀り、

供養する寺を建立しました。 

平八郎の首は、夜になると遺

体が埋葬された小沢城址に飛

んでいったといわれています。 

 利根沼田労働組合会議など７団体による利根沼田メー

デー実行委員会が、十王公園で１日開いた「メーデー利

根沼田集会」には１７０ 

人が参加しました。 

 集会では、介護現場や 

保育園から社会保障の状 

況やＪＡ利根沼田からＴ 

ＰＰ問題の報告があり、 

市内をデモ行進しました。 
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 平安時代に干ばつで困った村人たちが、滝の下に不動

尊を建て祈ったところ、雨がふったと伝わる「平川古滝                  

庵不動尊」の縁日が、４  

月２８日開かれました。 

               縁日では、天下泰平、

家内安全などを願って護

摩焚きがおこなわれ、多

くの人がお参りしていま

した。 


